
1

平成１４年５月２８日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　シ ロ キ 工 業 株 式 会 社 　　　　　
（輸送用機器　東証、名証第一部上場）

１、連結：　　　　　　　　　　　　　（＊百万円未満以下切り捨ててあります） 　　　　　

　

［４極を視野に国内と海外に子会社新設］ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

●連結の決算概要につきましてご説明させていただき

ます。３月３１日現在の当社の連結子会社は国内６社、

海外５社の１１社で、昨年に対して１社増加となりま

した。九州地区での受注拡大に対応するとともに国内

生産拠点の最適化をはかるため九州シロキ（北九州

市・本年７月操業開始予定）を昨年の８月に設立し、

また世界４極市場対応を視野にアジアでの生産・供給

体制を整えるためシロキタイランド（タイ国・本年１

２月操業開始予定）を今年の１月に設立したものです。

また一方でグループ経営の効率化を進めるため子会社の

事業を見直し、昨年５月にシロキサービスをシロキ商事に

吸収合併いたしました。したがいまして２社が増え１社が

減った結果、当社の連結対象子会社は１１社となっており

ます。

　

［選択と集中で減収、自動車部品分野は２．２％増］

●売上高は、９９７億６７００万円で、前期比３．４％

の減収となりました。これは、アメリカの生産子会社ＳＷ

マニュファクチャリングで１５億６９００万円の増収とな

り、主力の自動車部品分野は９３８億４４００万円（前期

比２．２％増）と堅調に推移いたしました。しかしながら

一方で、グループ経営の効率化を進めるべく事業の選択と

集中により子会社の事業を見直し、前期に子会社の清算お

よび不採算部門から撤退したことにより非自動車部品分野

は５９億２３００万円と大きく減収いたしました。

［合理化などで利益堅調、経常利益は増益］

●しかしながら利益につきましては、減収にもかかわらず

グループ各社の徹底した合理化と原価改善活動、シロキ

工業の増益などによりまして、営業利益は３１億７３００

万円（前期比０．４％減）とほぼ前年実績を確保すること

が

●連結（上段当期、下段前期）
① 売上高：
９９７億６７００万円
１０３２億２８００万円
（前期比３．４％減）
② 営業利益：
３１億７３００万円
３１億８５００万円
　（前期比０．４％減）
③ 経常利益：
３４億２０００万円
３０億８５００万円

　　（前期比１０．８％増）
④ 当期純利益：
１６億７１００万円
△２９億８１００万円

●自動車部品分野
① 売上高：
９３８億４４００万円
９１８億６８００万円
② 営業利益：
３８億６１００万円
３２億２７００万円

　　（セグメントの消去前）

●非自動車部品分野
① 売上高：
５９億２３００万円
１１３億６０００万円
② 営業利益：
３億３００万円
△４２００万円
（セグメントの消去前）

●自動車部品：非自動車部品
売上高比率
９４％：　６％

　　８９％：１１％
●海外売上高比率
　　　　１６．３％
　　　　１４．２％
●設備投資
５１億２２００万円（予想）
５６億６７００万円（当期）
４６億１５００万円（前期）
●減価償却費
５８億３２００万円（予想）
５３億８３００万円（当期）
５２億４１００万円（前期）
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できました。経常利益につきましては円安によるＳＷＭマ

ニュファクチャリングの為替差益などがあり、３４億２０

００万円（前期比１０．８％増）と、前年実績を上回る

ことができました。

［当期純利益は１６億７千1百万円］

●最終損益につきましては、東京デポの土地売却による固

定資産売却益等で１２億７８００万円ありましたが、固定

資産除却損等により特別損失２５億２１００万円を計上い

たしました。この結果、当期純利益は１６億７１００万円

となりました

２、単独：

　

［営業利益は４期、経常利益は３期連続で増益］ 　　　　　

●単独につきましては、厳しい経営環境のなかで拡販

に努め、売上高はトヨタ自動車、スズキ向けが堅調に

推移したものの三菱自動車工業むけが大幅に減少した

ため、前年に対しわずかに１億７千万円とどかず、８１

８億８２００万円、前期比０．２％の減収となりました。

しかしながら利益につきましては、全社をあげた業務改革

と収支改善活動に取り組んだ結果、主として材料費と経費

が低減し、退職給付費用が前期比で４億９２００万円増加

したものの、営業利益は前期比で１億１４００万円増加し、

２２億２０００万円（前期比５．４％増）をあげることが

でき、４期連続で前年実績を上回ることとなりました。ま

た経常利益につきましても２０億８０００万円（前期比

４．１％増）となり、３期連続で前年実績を上回ることと

なりました。

［当期純利益は６億８千３百万円］

●最終損益につきましては、東京デポの土地売却による固

定資産売却益で１２億７２００万円がありましたが、財務

体質強化のため固定資産除却損として８億９７００万円、

退職給付費用として６億６千万円などにより特別損失２１

億７９００万円を計上いたしました。この結果、当期純利

益は６億８３００万円となりました。

●単独（上段当期、下段前期）
①　売上高：
８１８億８２００万円
８２０億５２００万円
（前期比０．２％減）

② 営業利益：
２２億２０００万円
２１億５００万円

（前期比５．４％増）
＊退職給付費用前期比
　　４億９２００万円増加

③ 経常利益：
２０億８０００万円
１９億９８００万円

　（前期比４．１％増）
④ 特別利益：
　　　１２億７２００万円
・東京デポ土地売却益

⑤ 特別損失：
２１億７９００万円
・固定資産除却損
（８億９７００万円）
・退職給付費用
（６億６０００万円）

（＊会計基準移行時差異
５年均等費用処理分）

⑥ 当期純利益：
　　６億８３００万円
△３４億７００万円

　　　　　　　　　　　　　　　　

●得意先について
（上段当期、下段前期）

・トヨタ系　　（６６．４％）
５４３億７３００万円

　　　５３２億５６００万円
（２．１％増）

・売上高上位３社
①トヨタ自動車（４１．５％）
３３９億９３００万円

　　　３３４億５００万円
（１．８％増）

　②スズキ（１２．８％） 　　
　　　１０４億６３００万円

９７億７７００万円
　　　　　　　（７．０％増）
③三菱自動車工業（８．４％）
６８億６４００万円
９３億４７００万円
（２６．６％減）

＊ 社名横の（）内は
　　　　　　　　　売上構成比率
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［期末利益配当金は４円に］

●期末利益配当金につきましては、依然厳しい経営環境が

予想されるところから期末利益配当金を３円といたしてお

りました。しかしながら全社をあげて取り組んだ業務改革

と収支改善活動により、予想を上回る利益をあげることが

できましたため、株主様への利益還元ならびに事業環境、

中長期的な企業体質の強化などを総合的に勘案いたし、前

期末配当と同様４円として安定配当に努めることといたし

ました。（４月２４日に配当予想の修正発表をいたしまし

た。）

３、１４年３月期の取り組み実績：

●弊社では中期経営計画（０１～０５）を本年１月に見直

し、これに沿って経営の効率化と企業体質の強化を一段と

進めております。特に世界４極市場への対応のためグロー

バル化を強力に推進し、世界競争勝ち残りを図るべく取り

組みを展開しております。現在までに実施した主な取り組

みは次の通りであります。

１、攻める：技術開発・営業活動強化により売上拡大

●国内展開

　①九州シロキの設立（昨年８月）

　　・九州地区での受注拡大への対応と国内生産拠点の

最適化を推進

●海外展開

①ＳＷＭジョージア（米国）でドアサッシの生産（１月）

・北米での主要製品拡大と拡販推進

②シロキタイランド（タイ）の設立（１月）

　・アジアでの生産・供給体制を整備し、世界４極市場

対応を加速

③シロキ・ブローゼの設立（２月）

・ 世界４極市場対応を視野に、ブローゼ（独国）と

合弁会社を設立し協業を加速

２、守る：借入金を減らし財務体質を強化する

●固定費削減

　借入金の削減

２３８億円（前期末）→２０９億円（当期末）

　●資産売却

固定資産売却

　東京デポ土地売却

●主要製品について

①シートリクライナ・
シートアジャスタ（３２．５％）
２６５億９８００万円

　　　２５８億２７００万円
（３．０％増）

③ ウインドレギュレータ
（２７．４％）

　　　２２４億４００万円
２２７億７９００万円

　　　　　　　　（１．６％減）
　③ドアサッシ（１９．８％）
１６２億５９００万円
１６２億７６００万円 　　

（０．１％減）

＊ 製品名横の（）内は
　　　　　　　　　売上構成比率

●設備投資
３３億２６００万円（予想）
３７億１３００万円（当期）
３６億３３００万円（前期）
●減価償却費
４９億８９００万円（予想）
４７億９１００万円（当期）
４５億２９００万円（前期）

●改善活動の成果
　　　
１８億５２００万円
費目 百万円
売上高 ３２１
材料費 ９４２
労務費 ２７５
経費 １１４
工販管費 １７４
本販管費 ２６
合計 １，８５２
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４、連結業績予想：

［増収増益を予想］

●今期の連結の業績予想につきまして、売上高は通期で

１０３０億円、前年実績に対し３２億３３００万円増を予

想しております。これは主にアメリカの生産拠点であるＳ

ＷＭジョージアで今年１月より新たにドアサッシの生産を

開始したことによる売上増を見込んでいるからです。営業

利益につきましては、通期３８億円と、前年実績に対して

６億２７００万円増加し、また経常利益も通期３５億円で

前年に対し８０００万円増加するものと予想しております。

最終損益は１７億円の当期純利益を予想しております。

５、単独業績予想

［営業利益は５期、経常利益は４期連続増益を予想］

●単独の業績予想につきましては、小型乗用車、軽自動車、

ミニバンなどを中心に市場の活性化が予想されますものの、

景気低迷による消費者心理の冷え込みから、本格的な市場

回復には未だ時間がかかるものと予想されます。通期売上

高予想は８０８億３３００万円と硬く予想し、前年実績に

対しわずかながらの減収を予想しております。当社といた

しましてはこれを最低目標としてこれを上回るよう努力を

してまいります。通期の営業利益につきましては、２４億

８７００万円と前期比２億６７００万円増（前期比１２．

０％増）を予想しております。また通期の経常利益につき

ましても２３億８７００万円と前年比３億６００万円増（前

期比１４．７％増）を予想しています。最終損益は７億７

７００万円と前期比９３００万円増（前期比１３．６％増）

の当期純利益を予想しております。

６、１５年３月期の主な取り組み：

①九州シロキの操業開始　　　　　　（本年　７月）

②シロキタイランドの操業開始　　　（本年１２月）

③利益体質への転換と定着化

：設備投資の効率化、借入金の削減

　

●１５年３月期予想
連結（上段予想、下段前期実績）
①売上高
１０３０億円
９９７億６７００万円
（前期比３．２％増）

②営業利益
３８億円
３１億７３００万円
（前期比１９．８％増）

③経常利益
３５億円
３４億２０００万円
（前期比２．３％増）

④当期純利益
１７億円
１６億７１００万円
（前期比１．７％増）

単独（上段予想、下段前期実績）
①売上高
８０８億３３００万円
８１８億８２００万円
（前期比１．３％減）

②営業利益
２４億８７００万円
２２億２０００万円
（前期比１２．０％増）

③経常利益
２３億８７００万円
２０億８０００万円
（前期比１４．７％増）

④当期純利益
７億７７００万円
６億８３００万円
（前期比１３．６％増）
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ご参考

売上高推移　　　　　　　　　　　　　　　　利益推移

財務体質の強化

●この件のお問い合わせは：
シロキ工業株式会社　（０５３３）８４－４６９１

取締役経理部長　　永石　浩
総務部広報担当　　眞野成人

88886666,,,,444400005555

88880000,,,,555511117777

77779999,,,,555522224444

88881111,,,,888888882222
88882222,,,,000055552222

77776666,,,,000000000000

88880000,,,,000000000000

88884444,,,,000000000000

88888888,,,,000000000000

99997777 99998888 99999999 0000 1111年度

百万円

22225555,,,,555500000000
22226666,,,,333300000000

22224444,,,,888800000000

22220000,,,,999900000000

22223333,,,,888800000000

0000 0000

444466666666
222299991111

888899997777

11115555,,,,000000000000

22220000,,,,000000000000

22225555,,,,000000000000

33330000,,,,000000000000

99997777 99998888 99999999 0000 1111年度

百万円

0000

555500000000

1111000000000000

1111555500000000

2222000000000000

2222555500000000

3333000000000000
百万円

借入金残高（目盛左）

固定資産除却損（目盛右）

444477776666
666644440000

1111,,,,222222226666

2222,,,,111100005555
2222,,,,222222220000

1111000088881111

555533333333
888844447777

1111999999998888

2222000088880000

1111....3333%%%%

1111....5555%%%%

2222....6666%%%%
2222....7777%%%%

0000....8888%%%%

0000

555500000000

1111,,,,000000000000

1111,,,,555500000000

2222,,,,000000000000

2222,,,,555500000000

99997777 99998888 99999999 0000 1111年度

百万円

0000....0000%%%%

0000....5555%%%%

1111....0000%%%%

1111....5555%%%%

2222....0000%%%%

2222....5555%%%%

3333....0000%%%%
%

営業利益
経常利益
営業利益率


